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第 2 回 熊本市農水産業計画推進委員会 

次  第 

 

日時：令和 6 年（2024 年）3 月 21 日（木） 

14：00～16：00 

場所：アークホテル熊本城前 ２階 椿・朝顔の間 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  題 

(1) 次期熊本市農水産業計画の骨子案について            資料１ 

(2) 次期熊本市農水産業計画における各施策の主な取組について 資料２ 資料３ 

４ そ の 他  

・今後のスケジュールについて       資料 4 

 

５ 閉  会 
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1 
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 

施策２-１ 半導体関連産業等への新たな投資の後押しや中小企業等の振興 
施策２-２ 世界を魅了する都市ブランド力の向上 
施策２-３ 交流人口拡大によるにぎわいの創出 
施策２-４ 広域交通ネットワークの形成による物流・人流の円滑化 
施策２-５ 活力と魅力に満ちた持続可能な農水産業の振興 

 
1 MICE とは、企業等が開催する内部の会議等（Meeting）、社員や販売代理店等に対する表彰や研修など

を目的とした報奨旅行（Incentive Tour）、学会や協会が開催する学術会議等（Convention）、文化的な催

事や展示会・見本市（Exhibition/Event）など、多くの集客や交流が見込まれる催事の頭文字を用いた総

称のこと。 



3 

 スマート農業2 等の新技術を活用しながら、生産性や品質の向上、生産・集出荷の安定化によ
って産地体制を強化するとともに、深刻化する鳥獣被害の防止・軽減に向けた総合的な対策を
講じます。 

 農業の生産力向上と持続性の両立を目指し、環境に配慮した農業と安全・安心な農産物づく
りを推進します。 

 環境の変化に対応したノリ養殖業への支援、市場価値の高い魚種の種苗放流や二枚貝の保
護育成等の資源管理・回復に取り組むとともに、漁場環境の改善に取り組み、獲れる・稼げる
水産業を推進します。 

 担い手の育成・確保に向けて、経営体の経営改善や安定化、新規就農者の確保、後継者育
成、経営継承などにつながる各種支援に取り組みます。 

 農地の集積・集約化や労働力の確保、経営上の様々なリスクに備える取組などによって、経
営体の体質強化を推進します。

 国土強靭化3の視点も踏まえ、災害や環境変化に対応できる生産基盤づくりを推進します。 

 本市の農水産物の魅力と価値を一層高めるため、農漁業者と異業種との連携によるプロモー
ション活動の展開や、実需者を含む消費者のニーズを的確に捉えた国内外の販路開拓・拡大
を推進します。 

 多様な媒体を活用した効果的な情報発信や生産者と消費者の交流促進に取り組むととも
に、道の駅や農産物直売所の活性化などにより地産地消を推進します。 

 
2 スマート農業とは、ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実

現することなどを推進している新たな農業のこと。 
3 国土強靭化とは、大規模自然災害などに備えるため、事前防災・減災と迅速な復旧復興に資する施策

を、まちづくり政策や産業政策も含めた総合的な取組として計画的に実施し、強靱な国づくり・地域づく

りを推進するもの。 

 


